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20ｍもの高さまで縄文海進？
14

早く消えた古
こなかむらわん

中村湾

上写真の崖のスケッチ（松島，1982 を加筆）

　上の写真は、大磯丘陵南西部の小田原市

小
お ぶ ね

船に見られた沖
ちゅうせきそう

積層と火山灰のローム層

からなる崖（露
ろ と う

頭）です。この地域では、

海抜 20 ｍ前後まで縄文海進時に堆積した

海成層が分布しています。これは縄文海進

最盛期に 20 ｍもの高さまで海面が上昇し

ていたということなのでしょうか？

　この地域では温暖種の

シオヤガイがはやばやと

消
しょうめつ

滅していった理由とあ

わせて考えてみましょう。
古中村湾

アカホヤ火山灰アカホヤ火山灰

上の写真と
比べてみよう

約1m
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　神奈川県の大
おおいそきゅうりょう

磯丘陵は地震によ

る隆
りゅうき

起をくり返してきた地帯です。

とくに丘陵の西側の縁
ふち

にある国
こ う

府

津
づ

- 松田断
だんそう

層はこの地域の隆起量

を大きくしています。前ページの

崖の写真で、縄文海進時の海
かいせいそう

成層

が標高20m付近もの高さまで分布

している理由は、この地震性の隆

起の結果によるものです。縄文海

進最盛期の海面上昇は神奈川県域

で４ｍ程度ですから、20ｍもの台

地の上まで海面が上昇したという

ことではないのです。

　古中村湾は、小田原市と二宮町

の境を流れる中村川 (押
おしきり

切川 )の低

地にできた内湾です。

　縄文海進の始まった約9000年前

から中村川の谷へ海水が入りはじめ、

約6500年前には、現在の海岸線から

約2.5kmも奥まで海が入りました。

　約6500年前の古中村湾から見

つかる貝には現在の相模湾沿岸で

は絶滅したハイガイ、シオヤガイ、

コゲツノブエなどがみられます。

これらの貝は約6500年前の温暖

期にあわせて南の暖かい海から北

上してきた温暖種です。しかしこ

の地域の温暖種は海水温の低下を

待つ前に消滅してしまいます。巨

大地震による隆起によって環境が

変化したためです。海水の古中村

湾から、汽水湖の古
こ な か む ら が た

中村潟が誕生

しました。その年代は約6500～

6300年前です。ちょうどこのころ

にアカホヤ火山灰が降り、古中村

湾の離
り す い

水時期を決める手がかりと

なりました。古中村潟にはそれま

での海の貝にかわり、汽
き す い

水域にす

写真：小田原市
小船の約 7000 ～
6500 年前の地層
（上）
　下部のシオヤガイ
などが生活する海の
環境から上部に向か
って徐々に潟の環境
へと移りかわる。

むヤマトシジミがすむようになり

ました。潟の西岸の羽根尾貝塚か

らもヤマトシジミが出土していま

す。この古中村潟もその後に起き

た巨大地震にともない消滅して湿

地へと変わっていったことが明ら

かにされています。
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古中村湾

古中村湾の古環境と
貝類群集
　上：6500 年前
　下：5500 年前

写真：アカホヤ火山灰中の火山ガラス．
スケールは 0.1mm．（新井房夫氏撮影）

感潮域群集
干潟群集
内湾砂底群集
内湾泥底群集
内湾岩礁性群集

写真（下）
　シオヤガイ
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